
 

 

学校運営協議会 会議実施報告書   

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  岐阜総合学園高等学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和７年１月２９日（水） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  岐阜総合学園高等学校 会議室  

        開催にあたり、観光ビジネス系列の生徒の発表を実施した 

         

４ 参 加 者  会  長  神谷 政人   （社）中部地域づくり協会 

                副 会 長    熊田ますみ   平成医療短期大学教授 

                委  員    山岸 勇幸   須賀地区兼須賀東地区自治会長 

              長屋 恭一   同窓会会長      

              菊池 啓子    中部学院大学短期大学部教授 

              松岡 奈  々    ＰＴＡ役員（副会長）（書面決議） 

                            河合香緒里    ＰＴＡ役員（副会長）（書面決議） 

                学校側   片岡 潤子    校長 

                        加藤めぐみ   事務部長  

               曽貝 隆之   教頭 

                            籠橋美和子   教頭 

                            福井 恵梨   総合企画部長 

              川口 智慎   教務主任 

              山田 祐治   生徒指導主事 

              栁瀨 智裕   進路指導主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 年度末自己評価・今年度の取組および反省について  

 意見１：先生方の粘り強い指導が結果になっている。進路指導についても、本校では、１年で方

向性を決め、２年３年としっかり指導している。 

     ⇒生徒それぞれの夢を応援するため、学校全体で指導にあたっている。今年度は、就職

を希望する生徒が４０人程度で、昨年度に比べて多くなった。求人数は非常に多い。

生徒に対し、もう少し早い段階から情報を与え、進路について考えさせたいと考えて

いる。 

 意見２：校務でのＩＣＴ活用の他、学習指導についても、ＩＣＴを有効に活用している。以前、

授業参観したときも、タブレットを使って授業を行っていた。その活用により、学習効

果があがっており、自己評価にあるようにＡ評価であると思う。今後ともがんばってい

ただきたい。 

 意見３：生徒指導については、今後とも早期発見、早期対応に努めてほしい。今、社会では、い

ろんな問題がおこっており、いつ何が起こるかわからない。安心して学習できる環境づ

くりを目指し、いっそう指導を強化、充実してもらいたい。 

     ⇒迷惑調査、いじめアンケートなどを定期的に実施し、心に悩みを持った生徒に対し、



 

 

早期に全職員で対応している。今後も、こうした指導体制を継続、強化していきたい

と考えている。 

 意見４：交通安全について、自治会でも心配している。見通しが悪い交差点を速い速度で走り抜

ける車がある。人身事故は起きてないが、車同士の衝突や物損事故が起きている。小学

生の通学路になっている、グラウンドから北に向かう道路も心配である。学校でも、根

気強く、生徒に対して注意をうながしていただきたい。 

冬場の今は、夕方５時ぐらいで薄暗く、下校も心配である。暗い中、車から見にくく、

自分で自分の身を守ってほしい。事故が起きてからでは遅いので、機会をみてより一層

指導してほしい。 

     ⇒交通安全委員会中心に、さまざまな啓発活動や安全指導を行なってきているが、昨年

度に比べて事故の数は増加傾向にある。今後もより強く指導し、登下校の際に気をつ

けるように注意喚起をさらに行なっていく。 

 意見５：本校ではテレビ取材や放映も多い。テレビ以外にも、新聞やいろんなところで、本校を

紹介しており、宣伝やＰＲができている。朝のテレビ放映については自分も見ており、

同窓生からも反響があり、皆喜んでいた。 

     この１年、総合学園のよいところを皆さんに知ってもらう活動が多かったのではないか、

と思う。地道な活動により、本校を希望する中学生が増えていると感じる。 

 意見６：朝のテレビ放送は自分も見ており、ラジオでも、生徒がとてもうまく話しているのを聞

いて、感心した。いい印象を与えつつ、学校をＰＲする、ブランディング化がとてもう

まくいっている。 

 意見７：大学では、教員が生成ＡＩについて研修を受け、学生への指導や業務への活用のため、

スキルを上げようとしている。やり方さえ間違わなければ、生成ＡＩの活用により、業

務の効率が上がり、教員が生徒に時間を割くことができるようになる。高等学校でも、

やがてぶつかる問題だと思う。本校は、新しいことに取り組める学校なので、生徒の教

育の充実のためにも、今から準備や心構えをしておくとよい。 

 意見８：各系列の教育が充実している。外部に行き体験させ、いろんな学習指導、進路指導を行

っている。素晴らしい学校になってきていると喜んでいる。生徒がもっと元気になって

くれるとよいと感じている。 

   

（２）高等学校に期待される社会的役割（スクールミッション）の策定について 

第２回学校運営協議会での意見を踏まえて作成した修正案について、全委員より承認された。 

 

（３）その他 

 意見１：生徒のプレゼンテーションが素晴らしかった。生徒の３年間の成長が感じられた。 

  意見２：生徒のプレゼンテーションは非常にわかりやすい説明だった。「旅プラン」は大変人気

だったとのこと。色々工夫して、一生懸命取り組んでいることが伝わった。 

 意見３：綺麗な学校だと生徒も落ち着き、挨拶や笑顔も良くなる。自分は今あちこちの学校を回

っているが、綺麗な学校は間違いなく本当にいい学校である。是非、美化活動にも力を

入れてほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

    第３回校運営協議会では、生徒のプレゼンテーションや年度末の自己評価をふまえ、全委員よ

り活発な意見をいただくとともに、今年度の学校の取組および反省について理解を得、評価して

いただいた。承認されたスクールミッションならびに今年度の課題を踏まえ、今後も組織で更に

充実した特色ある教育活動を実践して生徒を育て、保護者や地域の方等、多くの方に対し本校の

魅力を発信していきたい。   


